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「持続可能な開発目標（The Sustainable Development Goals）」は、万人の
ための質的・量的に持続可能な未来を達成するための青写真である。

それらは、私たちが直面するグローバルな課題、すなわち貧困、不平等、気候
変動、環境劣化、繁栄、平和、正義等に関する課題に対応する。

個別の目標は互いに関連し合い、誰一人として取り残されないように、2030年
までにそれぞれの目標を達成することが重要である。

国連SDGs1

「 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 2030 年 ア ジ ェ ン ダ （ The 2030 Agenda for
Sustainable Development）」は、2015年に全ての国連加盟国によって採択さ
れた。

そのアジェンダの核と なったのが、「17の持続可能な開発目標： the 17
Sustainable Development Goals (SDGs)」であり、先進国も開発途上国も、す

べての国々がグローバルなパートナーシップによって緊急の行動に移ることを促
すものである。

国連は、貧困やその他の窮乏に終止符を打つために、互いに手を携えて健康と
教育を改善し、不平等を減少させ、経済成長を図る一方、気候変動に取り組み、
海洋と森林を保全する戦略とともに前進する必要がある、と強く認識している。
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SDGs は 、 多く の 国 々 と 「 国 連経 済 ・ 社 会問 題 局 （ Ｔ he UN Department of
Economic and Social Affairs）」を含む国連の、数十年におよぶ活動の成果である。

1992年6月にブラジルのリオ・デジャネイロで「地球サミット」が開催され、178ヶ国が
「アジェンダ21」を採択した。それは、人間の生活を改善し、環境を保全する持続可

能な開発のためのグローバルなパートナーシップを形成する行動の総合的な計画
であった。

2000年9月にニューヨークの国連本部で開催された「ミレニアム・サミット」では、加
盟国が全会一致で「ミレニアム宣言（Ｔhe Millennium Declaration）」を採択した。こ
のサミットでは、2015年までに極貧を改善するための、8つの「ミレニアム開発目標：
The Millennium Development Goals (MDGs)」を策定することとなった。

2002年に南アフリカで開催された「持続可能な開発に関するワールド・サミット」では

「持続可能な開発ヨハネスブルグ宣言」および「同実施計画」が採択され、アジェンダ
21およびミレニアム開発目標に基づく貧困や環境問題へのグローバルな国々によ

る取り組みが再確認され、特に多様な主体間のパートナーシップの重要性が、より
強調された。

2012年6月にリオデジャネイロで開催された「国連持続可能な開発会議：Rio+20」に
おいて、加盟国 は議事報告書「私達が望む未来（The Future We Want）」を採択し
た。その中で、とりわけMDGsに基づく一連のSDGsを開発するプロセスの立ち上げ
を決定し、「国連持続可能な開発ハイレベル政策フォーラム（The UN High-level
Political Forum on Sustainable Development）」を創設することとした。

同報告書には、開発基金、小島途上国支援、その他に関する将来のプログラムの
必須事項の対策も含まれていた。

2013年の総会で、SDGsに関する提案を取りまとめるための３０ヶ国の委員からな
る「公開ワーキンググループ」が設立された。

2015年1月の総会では、2015年以降の開発アジェンダに関する協議プロセスが開
始された。

2015年9月に開催された「国連持続可能な開発サミット」で、そのプロセスの過程と
して、17のSDGsを核とする「持続可能な開発のための2030アジェンダ（The 2030
Agenda for Sustainable Development）」 が採択された。
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振り返えるに2015年は、下記の主要な協定の採択を伴う多国間の国際的政策を形
成する上で、記念すべき１年であった。

1） 2015年3月：災害リスク低減のための仙台枠組み（Sendai Framework for
Disaster Risk Reduction)

2） 2015年7月：開発投資に関するアジスアベバ行動アジェンダ（Addis Ababa
Action Agenda on Financing for Development )

3） 2015年9月：世界の変革／持続可能な開発のための2030アジェンダおよびそ
の17のSDGs (Transforming our world: the 2030 Agenda for Sustainable
Development with its 17 SDGs) がニューヨークで開催された「国連持続可能な開
発サミット」にて採択

4） 2015年12月：気候変動に関するパリ協定（Paris Agreement on Climate
Change )

現在は、「国連持続可能な開発ハイレベル政策年次フォーラム（Ｔhe annual High-
level Political Forum on Sustainable Development）」が、SDGsのフォロ－アップ
とレビューを行う、国連の中心的なプラットホームとしての役割を担っている。

現在、「国連経済・社会局：Ｔhe United Nations Department of Economic and
Social Affairs (UNDESA)」内の「持続可能な開発課（Ｔhe Division for Sustainable
Development Goals (DSDG)」が、SDGsおよび関連する諸問題の実質的な支援と

能力開発を担当している。それらのテーマには、水、エネルギー、気候、海洋、都市
化、交通、科学・技術、「グローバルな持続可能な開発レポート（Ｔhe Global
Sustainable Development Report (GSDR)」, パートナーシップ、小島途上国支援な
どが含まれる。

DSDGは、2030アジェンダの国連広域組織による実践およびSDGsに関する広報・
普及活動の評価の核となる役割を担っている。そして、2030アジェンダを実現するた
めには、SDGsの広範囲な共有化を、グローバルな目標を達成するすべてのステー
クホルダーによる強力な取り組みと見なさなければならない。

DSDGはその取り組みの促進を支援することを目的としている。

出典 https://sustainabledevelopment.un.org/sdgs
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国連 SDGs の概要

国連SDGｓ17のゴール（目標）は、169のターゲット（達成基準）を伴い、
さらに232のインジケーター（指標）で測られる

国連SDGsと建築環境に関する
UIA(国際建築家連合)の取り組み

The Sustainable Development 
Agenda

The International Union of 
Architects

2
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人口移動、気候変動そして予期せぬレベルの都市化の時代にあって、建築
家は建築環境の複雑な課題に応えるべき重要な役割を担っている。

国連持続可能な開発目標(SDGs)は、こうしたアジェンダと同時に、貧困の
撲滅、地球の保全、グローバルな規模での繁栄を確保といった課題に対処
する枠組みを設定した。

UIAは、この国連による先導的政策と、世界中の建築家の実践的な活動を
橋渡できる絶好の位置を占めている。

従って、SDGsに直接的に対応する常置委員会を設立することによって、
UIAは意識を高め、知識を創造し、コミュニケーションを活発にし、会員の
グローバルなネットワークを介して情報を普及する上で、多大な影響力を
発揮することができる。

すなわち、本常置委員会は、建築家が単に持続可能な開発のための新たな
アジェンダに対処するだけでなく、その実践と革新において規範的である
ことを確実なものにすることを目的としている。

Mission

1.採択・表明された方針を通して、17の個々の目標に応答する

2. COPsやWorld Urban Forumといった国連の重要な集まりに積極的
に参加し、UIAの活発な存在感を目に見えるようにアピールする

3.持続可能な社会がうまく機能する上での、建築の重要性を積極
的に訴える

4. UIA会員間の活発な交流の場を築きあげる

5.本常置委員会の方針を、できるだけ広範囲に普及させる

Aims
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UIA 総会（5地域107ヵ国）

UIA 役員会・理事会

事務局 共同委員長共同委員長

運営委員会

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 報告書 イベントU
I

A
常

置
委

員
会

年１回開催 （対面会議）

月1回開催 （ＴＶ会議）委員会

Structure-1
（2019年11月現在）

以下の運営委員は、UIAの５地
域を代表し、その事務局はコ
ペンハーゲンに置かれている。

共同委員長（2ヵ国2名）

運営委員（9ヵ国9名）

UIA理事（2名）

委員（日本を含む9ヵ国12名）

事務局員（2名）

Structure-2
（2019年11月現在）
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UIA 17 SDGs建築ガイドの概要
2018年12月

Original Book in English edited by：The Institute of Architecture and Technology at The Royal Danish Academy,

The Danish Association of Architects and

The UIA Commission on the UN SDGs

Summarized by Kazuo IWAMURA (Member, UIA Commission on SDGs & Chair, JIA Editing Committee of SDGs )

3

INTRO

17の国連SDGｓは、より持続可能な未来を実現するために国連を構成する
人々の願いを端的に記述したものである。

この目標は、全ての人々にとって、より良く、より持続可能な未来を達成する
ために必要な取組課題を定義づけている。そして、貧困、不平等、気候変動、
環境劣化、繁栄、平和、正義などといったことに関する、我々が直面するグ
ローバルな問題に取り組んでいる。それぞれの目標は互いに深く関連づけ
られ、誰一人として取り残されず、各目標を2030年までに達成できるよう、
全世界がこの重大な行動に移らなければならない。

建築環境、プランニング、建築、およびデザインは各目標と相互に作用する。
そして最も重要なことは、単に望ましいレベルや未来の可能性の記述に留
まらず、世界中に実現した建物、施設群、都市によるものである。建築的な
答えは既に至るところに存在し、持続可能なコミュニティや生活の質の向上
に貢献している。しかしながら、建築環境もまた現在の課題、すなわち、エネ
ルギーや天然資源の主要な消費者の一部である。さらに、建物の建て方に
よっては不平等をさらに悪化させ、健康を害する恐れがある。
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以上の理由で、デンマーク王立美術アカデミー建築学部デザイン・保存学科
建築技術研究所、デンマーク建築家協会、UIA国連SDGｓ対応常置委員会は、
目標の達成に向けて本建築ガイドを2018年12月に作成した。我々は、このガ

イドブックによって建築環境と目標との関係を明示し、建築家や建築環境に
関する当事者が、課題に積極的に取り組むことを期待するものである。我々
一人ひとりが、目標の実現に寄与することが求められているからだ。

本書の意図は目標の達成に向けた建築ガイドを提供することである。17の章

立ては各目標の国連による定義づけを示したうえで、その建築環境との相互
関係を概説し、建築的な貢献を彩る既に実現したプロジェクトの事例で構成さ
れている。

その多くの事例は一つ以上の目標に関連しているが、ここでの目的は持続可
能なプロジェクトの全体像を詳述することではなく、目標が建築と関連してい
る概要を理解することである。前述した通り、全てのケースは実際に完成した
建築プロジェクト、プランニング、構造等である。我々の望むことは、これらの
事例が、いかにして建築環境がそれぞれの目標に寄与できるのかについて
議論を始めるための基盤を提供することである。

この建築ガイドの初版においては、各目標につき２～３事例を示した。その多く
はデンマークの事例である。今後の版ではプロジェクトの範囲を拡大する予定
であり、2020年に出版予定の第2版に収録されるべき多くの事例の提案を歓迎
する。それは建築家と建築がいかに目標の達成に寄与できるかを示す、既に実
現したものに限る。本ガイドに掲げた各事例はインスピレーションを与え、注目
すべきものだが、建築環境がいかにして目標の達成に寄与できるかという問い
に対する最終的な解答ではない。それは一つの答えだけではないからだ。

目標の達成に向けて行動するには、地域の気候、文化、課題に適用される数
多くの新たな答えが必要であり、それも理念としてだけではなく、地上に実現し、
実際に使われているものである。建物、まち、プランニングの実例を通して、そ
の効果が環境および生活の質の向上が達成できる実態を知ることができる。

本書は建築、プランニング、デザインの将来を形作る建築の学生、建築と目標
との間の関係性を理解することで彼らを支援する政治家、そしてこれからの集
合的な課題に取り組むすべての市民、専門家、組織のために作られた。それは
地球を保全しつつ社会のニーズに応えることに他ならない。

本書編集委員会

17

18



2020.2

10

UIA SDG ダッカ宣言
（2019 年 4 月 13 日調印）

建築は、その 17 の SDGs の一

つ一つと関連し、しかも建築家
はその目標の達成に向けて貢
献することができる。

すなわち、我々は建築家とし
て、より良い建築、まち、ランド
スケープ、そして都市計画を
実践することによって、建築環
境を通して世界をより良いも
のに変革する選択をするよう
に仕向ける社会的責任がある。

そこで我々は、世界中の建築
家に呼びかけ、SDGs を達成す

るために、自身の仕事で行動
を起こすとともに、市民社会の
リーダーとしての言動をとるよ
うに訴えるものである。

UIA SDG ダッカ宣言

（続き）
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UIA SDGs 建築ガイド

本ガイドは、デンマーク王立美術アカデミー建築学部デ
ザイン・保存学科建築技術研究所、デンマーク建築家協
会、およびUIA SDGｓ対応常置委員会が共同し、目標の達
成に向けた活動の一環として、2018年12月に刊行された。

Edited & published in December 2018
by KADK, Danish Association of Architects 

and UIA SDGs Commission

建築が人々を貧困から
引き上げられるわけで
はないが、建築環境は
手に入れることのできる
住宅や組織を通して、
人々の生活に与えるイ
ンパクトを緩和する影響
を与えることができる。

あらゆる場所で、あ
らゆる形態の貧困に
終止符を打つ

Pondicherry,
India

①ホームレスの子供と里親のための住まい

②アフォーダブルな住まいの類型の実験住宅

③現場で焼成する泥土住宅

④地域の自然資源、技術の活用

⑤窯としての住宅によるセラミック製品の現場
製造

⑥廃棄材のアップサイクル

1-1.
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飢餓に終止符を打ち、
食料の安定確保と栄養
状態の改善を達成する
とともに、持続可能な農
業を推進する

建築環境は、現在のエ
コ・システムを保全し、食
糧生産のための面積を
保全、拡大することを優
先するプランニング、ラン
ドスケープ・デザイン、複
合建築によって食糧供給
を確保することに貢献で
きる。

Radonia,
Denmark

①ローカルな農業の活用による資源・時
間の節約

②資源効率を高める新たな水耕栽培シス
テム

③淡水使用量の削減

④リース、移動可能な構造

⑤食糧地産地消の再考とコミュニティの育
成と教育

⑥併設した社会施設を活用したイベント、
意識の高揚

2-1.

あらゆる年齢のすべ
ての人々の健康的な
生活を確保し、福祉
を推進する

殆どの人は生活の大
半を室内で暮らす。し
たがって、室内気候は
健康に多大な影響を及
ぼす要因である。

Manchester, UK
①癌患者とその家族を社会的に支援するマ
ギーズ・センター

②建築が寄与できる癒やし（静寂・清浄な空
気）の役割：空間、色彩、音、安心、快適性

③自然光、緑、眺望に配慮した「家から離れた
家」

④個人的ニッチ、図書館、運動室、集会・喫茶
室等の多彩な空間の中心に厨房と共用大食卓

⑤温室内外での治癒効果を楽しめる多彩な仕
掛け

3-3.
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すべての人々に包摂的
かつ公平で質の高い教
育を提供し、生涯学習の
機会を促進する

学校や教育空間は、未
来のための投資対象と
して最も重要な一部で
ある。

Za´atari Village,
Jordan

①シリアからの非合法難民キャンプでは教育施
設がない

②「難民の子供達に100の教室を」運動の目的
は、移動可能な簡略な学校を提供すること

③そして、その技術を参加型ワークショップで普
及すること

④NGOヨルダンを変える運動と協働し、子供の
ための空間をスーパー・アドベ構法で実現

⑤その技術を地域に伝えることで、生計と地域
社会を強化

4-3.

ジェンダーの平等を達
成し、すべての女性と
女児のエンパワーメン
トを図る

ジェンダーの平等に向け
た運動を支援するため
に、建築、まち、都市の
デザインが、性差に拘わ
らずあらゆる市民に開
かれたものでなければ
ならない。 Skørping,

Denmark

①男性と女性は身体的運動に関わる空間的嗜好性
が異なる

②本プロジェクトの目的は、女児の積極的な身体的
運動の促進

③クラスター状に分散した遊び場と樹林との融合と、
そのルートに木製の多様な要素を配置

④そこにグループワーク用のラウンジ、スクリーンの
設置と、安全な「エッジゾーン」として様々なこども達
に開いた施設構成

⑤その結果、女児の運動への取組が増加した

5-3.
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すべての人に水と衛生
へのアクセスと持続可
能な管理を確保する

きれいな水が希少な地
域で雨水を利用するに
は、建築および市街地
は雨水を集水し、浄化
し、飲み水として使える
ようにデザインしなけれ
ばならない。

Dorse,
Ethiopia

①エチオピアの健康問題は安全な水と衛生施設の不備に起因

②ワルカ・タワーはそんな地域のための水資源供給施設で、大
気の蒸気から結露と重力によって水を抽出する

③従って、地域の村人が操作でき、同時に天蓋の日陰、や木
陰で学校や集会が開けるコミュニティの共用空間を兼ねる

④また、地域産の生分解で100％リサイクル可能な材料を使用

➄建設、メンテも村人が簡易にできるようにデザインされている

6-1.

安価で信頼できる持続可
能な新しいエネルギーを
みんなに確保する

建築環境はエネルギー
消費の主な原因であり、
その一方でエネルギーを
生産できる大変大きな能
力を持っている。

Penang,
Malaysia

①建築のデザイ ンがエネル
ギー性能とエコロジカル・フット
プリントを左右し得る

②本事例は工場、倉庫、オフィ
スからなり、医療器具の研究・
製造・サービスを行っている

③気候条件に適 したエネル
ギー効率の高い設計で、以前
の工場に比し45％の消費削減
を達成

④ルーバー状の屋根で遮光し、
樹木・植栽の日陰と蒸散効果
等、パッシブな環境制御を実践

7-3.
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包括的かつ持続可能な
経済成長及び、全ての
人々の完全かつ生産的
な雇用と働きがいのあ
る 人 間 ら し い 雇 用
（ディーセント・ワーク）を
促進する

建築環境は、働きがいの
ある仕事と経済成長に、
その計画レベルと建設レ
ベルの両方で相互関係
がある。

Goa, India

①インドでの出稼ぎ労働者は1千万人に上り、同
伴する子供達の教育が大きな問題である

②本「動く学校」は、水に浮いたり、陸路を移動で
きたり、折りたためる移動可能教室である

③ゴアでは河岸の砂利採取で集まった季節労働
者のための教室が浮き板の上に初めて建てられ、
その後陸上用が開発された

④最新版はテント状の移動可能な教室である

8-3.

①1950年以来90億㌧のﾌﾟﾗｽﾁｯｸが生産さ
れ、内約70億㌧が廃棄物となった。その
10％以下しかリサイクルされておらず、生
分解には大変な時間がかかる

②事例の開発企業はアートと技術を統合し、
広く社会にスクラップの持つ意外な美を訴
えた

③そして、全ての材料は手作りで、100％リ

サイクル、アップサイクルできる無害なプラ
スチックでできている

④その利用範囲はインテリアの仕上げから、
外壁の被覆材に至るまで非常に名場広く、
材料のリサイクル資源も多彩

レジリエントなインフラ
構築、包括的かつ持続
可能な産業化の促進、
及びイノベーションの
推進を図る

建設産業は大量の廃棄
物を生み、膨大な量の天
然資源やエネルギーを
消費する。

9-2.
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各国内及び各国間の不平
等を是正する

建築環境は、格差を増大、
強化するものとしての役割を
演じてしまうことがある。

Helsinki,
Finland

①日常生活に忙殺される誰もが、時に心の癒しとなる空間と時
間を必要とする

②しかし、これまでその多くは特定の集団や個人の利用に限定
され、相互交流も限定的だった

③本チャペルは宗教、信条、出自に拘わらず、インクルーシブな
癒しと平和のための空間を持つ

④賑やかな中心市街地にあって、フィンランド産の木材で曲面が
構成され、彫刻的にデザインされたその建築は、温かい雰囲気
と快適な音響環境を市民に提供している

10-1.

包摂的で、安全かつレ
ジリエントで、持続可能
な都市及び人間居住を
実現する

建築環境は、持続可能
な都市やコミュニティの
発展にとって極めて需要
である。

Leeds, UK

①都市も建築も、そのデザインによって安全でレジリ
エントな環境を創出し、効率の高い資源・エネルギー
利用を促進しなければならない

②本事例の「低負荷型生活の、アフォーダブルなコ
ミュニティ（LILAC）」とは、プライベートな領域と共用施
設を混在させたコ・ハウジングである

③その中には緑地で囲まれた家事施設のあるコモ
ン・ハウスがあり、社会的交流を促進する

④建築的には、地域産材を多用したプレファブ構法と
ストロー・ベールや、高効率の設備等との組合せに
よって、極めてエネルギー消費の少ない快適な住環
境が生まれた

➄また、カーシェアリング、設備・工具の講習、共同食
事会、菜園栽培等が運営されている

11-1.
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持続可能な生産と消費
のパターンを確保する

建設産業は、廃棄物を生
み出す主な産業の一つ
である。

Rudrapur, 
Bangladesh

①途上国では家内産業や自給自足に依存してき
たが、生活の都市化や近代化とともに輸入材の
急増等により建築のカーボンフットプリントが増大

②本事例はバングラデッシュの寒村に伝統工法
と近代構法を結合して建設された職業訓練学校

③パッシブな自然エネルギー利用、空間構成の
合理化、地方の文化に根ざした美学やライフスタ
イルの尊重、セルフビルドにより、住民が誇れる
アフォーダブルで美しい学びの場が実現した

12-1.

気候変動とその影響に
立ち向かうため、緊急
対策をとる

建築環境のCO2フットプリ

ントは削減しなければな
らず、建築やまちは変動
しつつある気候に適応で
きるようにしなければな
らない。

Harbin,
China

①都市の洪水対策として、習近平主席は「都
市はスポンジのようでなければならない」とし、
中国における急激な都市化に、伝統的な手
法を再導入した

②本事例はその「スポンジ・シティー」の政策
に準拠したランドスケープ・デザインである

③そして、ハルビン市の新地区の広大な公園
かつての湿地を再生し、気候変動に対応した

④この湿地は開発地域からの雨水の貯留・
浄化するともに、自生する豊かな植物景観を
もたらす

13-1.
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海洋と海洋資源を持続
可能な開発に向けて保
全し、持続可能な形で
利用する

殆どの建築環境は陸上
にあるが、その活動は海
洋に影響を及ぼす。

Copenhagen,
Denmark

①持続可能な建築ほ、そのすべての部材や建材が循
環的利用できるように配慮すべきである

②特に生産されるプラスチックの2割が建設産業で消

費されるため、そのリサイクルに大きな可能性を秘め
ている

③本事例は既存の照明器具にエネルギー消費の少な
いLED灯具の適用を可能とし、かつ全ての部材を再利
用、リサイクルできるように開発した灯具である

④特に近年頻発する「幽霊漁網」の「幽霊漁業」に鑑
み、本製品ではこの幽霊漁網を原料とし、アップサイク
ルした素材を開発し、デンマーク国立水族館に設置さ
れた

14-1.

陸上生態系の保護、回
復および持続可能な利
用の推進、森林の持続
可能な管理、砂漠化へ
の対処、土地劣化の阻
止および逆転、ならびに
生物多様性損失の阻止
を図る

陸地を占拠する建築、ま
ち、都市の量的拡大が
急速に進んでいる。

Qinhuangdao,
China

①建築の自然への介入と保全のバランスを
取ることで、高密度な地域で野生生物を保護
し、かつ緑豊かなエリアへのアクセスを確保
する

②本事例はリクリエーションのためのランド
スケープ建築で、上記の目的に応えるもので
ある

③印象的な赤いリボン状のオブジェが河岸
に沿って湾曲し、様々な要素が統合された
オープンスペースに人々を誘う

④遊歩道は市民のための川と湿地に向かう
アクセス路である

15-1.
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持続可能な開発に向け
て、平和で包摂的な社会
を推進し、すべての人に
四方へのアクセスを提供
するとともに、あらゆるレ
ベルにおいて効果的で
責任ある包摂的な制度
を構築する

議会、裁判所、公立図書
館は、公正で平和な社会
の要であり、一方地域の
コミュニティ・センター、祈
りの場、避難所は包摂的
で思いやりのある社会に
対する市民の係わりを代
表しうる。

Hague,
Netherlands

①ICCのような施設は、その安全性を保持しつつ、

透明性と非排他的な公的領域としてデザインする
ジレンマを抱えている

②本事例では、いわゆる反テロ建築としてその両
立を試みた

③設計チームは、具体的にテロの防止、独自性
の確保、気候への適応、降雨の制御対策、訪問
者。従業員の安全等、多彩なテーマに取り組んだ

④この施設の持つ国際的な意義を、生物多様性
の中庭で象徴的に表現している

16-1.

持続可能な開発に向け
て実施手段を強化し、グ
ローバル・パートナーシッ
プを活性化する

各都市は、多くの人の手
によって作られる。それ
と同じように、17のSDGs
に到達するには、当事者
の一人だけでは不可能
であるから、協働するこ
とが不可欠である。

①ラテンアメリカでは多くがスラムに住
み、苛烈な住環境と極度の貧困に晒さ
れている

②この課題に取り組むため、青年主導
によるNPOのTECHOが設立された

③その戦略的な主な目的は以下の３つ
である

Ⅰ：スラムの地区開発の促進

Ⅱ：社会的意識と行動の強化

Ⅲ：政治的影響力の拡大

④以上を実現するため、投資や人的支
援をもたらす国際的企業とのパートナー
シップに注力

Based ln Miami, Florida & NY,
USA

17-1.
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日本版の発刊

「JIA（日本建築家協会）SDGs建築ガイド
日本版特別委員会」は、約250の候補事例
から計50の作品を選択し編集した日本版を、
10月初旬に発刊した。

4

日本の50事例
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JIA日本版の構成

日本の代表例

すべての人々に包摂的
かつ公平で質の高い教
育を提供し、生涯学習
の機会を促進する。

学校や教育空間は、未
来のための投資対象と
して最も重要な一部で
ある。

取組課題

子育ての拠点として乳幼児の就学前教育環境の整備が重要であ
り、預ける側のさまざまな働き方に対応して、融通性に富んだ管
理・運営が望まれている。

また、立地特性から、園児が遊びまわるのに十分な屋外空間が
取れない保育園や幼稚園もままあるが、子育ての一端を担う施設
として、幼児の創造性を育む環境をつくり出す工夫が必要である。

貢献内容

この園舎は、すべての要素を子供のスケールにして、園児の自由
な行動を誘う開放的な空間となっている。真中に園庭があり、屋
上も遊び場にしているので、園庭側の天井高を2.1ｍに抑え、屋上

と地上の距離を縮めている。ウッドデッキ仕上げの楕円形の屋上
では、子供たちが原っぱや野山を走り回るように行き止まりのない
追いかけっこを繰り広げている。

保育室は子供が持ち運べる大きさと重さの家具を積んで、ゆる
やかに区分されている。また、ウッドデッキ下の空気層と天井断熱
材により夏季の室内温度上昇を抑えつつ、自然通風を活用して快
適な室内環境を確保している。

発注者と建築家が生み出した類例のない幼稚園である。
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日本の代表例

レジリエントなインフラ
構築、包括的かつ持続
可能な産業化の促進、
及びイノベーションの推
進を図る。

建設産業は大量の廃棄
物を生み、膨大な量の
天然資源やエネルギー
を消費する。

取組課題

これまでゴミ処理の工場は機能を直接的に満たすことを超えた配慮
をして設計された事例が少なかった。現代都市に不可欠な公共施設
の新しいあり方を求めて、広島市により適任の設計者が選定された
結果、ゴミ処理に関する啓蒙活動に貢献し、市民に受け入れられる
都市のゴミ処理施設のあり方を提起する重要な施設が完成した。

貢献概要

広島湾岸を埋め立てた造成地にあり、広島市内から敷地に向けて主
要幹線道路が突き当たる場所に建つ。幹線道路の延長線上のアトリ
ウム空間にごみ処理や環境保全のための機械が立ち並び、そこを
貫通するガラス張りの大空間は市民に開放された公共空間となって
いる。

巨大なボリュームを周辺の建物スケールに合わせて分割した構成
により、建物が都市景観に溶け込んでいる。「町側からガラスの通路
を通って工場を抜けると、目の前に広島湾が開ける。そこを公共の
公園とした。

人々は工場を通過するたび、美しい水辺を守るために巨大なフィル
ターが都市のごみを浄化していることを体感する」という設計者の言
葉がこの建築の意義を象徴している。

日本の代表例

各国内及び各国間の不
平等を是正する。

建築環境は、格差を増大、
強化するものとしての役割
を演じてしまうことがある。

取組課題

人口に対する高齢者の割合が高くなることで、非高齢者想定
した機能の分離を前提として建築をつくることが意味をなさな
くなりつつある。

また、働き手が減少している状況からしても、社会の活力を
維持するためには、世代・性別・障害を越えてあらゆる人々
が共に生きることのできる建築のつくり方を、積極的に推進
することが重要になってきている。

貢献内容

健常者と障害者、高齢者と若者が、温泉・レストランを媒体と
してつながり、共に暮らす、「街」のような施設である。

福祉施設としては児童入所施設、児童発達支援センター、
高齢者デイサービス、生活介護・車イス対応バリアフリー住
宅が複合し、健常者が暮らす施設としてはサービス付き高齢
者向け住宅、学生住宅がある。

さらに、高齢者向け住宅の住民を中心に、仕入れから販売
までの運営を行うショップがあり、社会的・経済的・文化的・
精神的活動に住民自身が積極的に参加できる仕組みがつく
られている。
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日本の代表例

包摂的で、安全かつレ
ジリエントで、持続可能
な都市及び人間居住を
実現する。

建築環境は、持続可能
な都市やコミュニティの
発展にとって極めて重
要である。

取組課題

地球環境時代の都市住居は、構造・住戸計画・緑化計画・廃棄物
処理設備計画・省エネ計画を検討し、住み手と一体となった検証を
継続することが大事である。

地球環境的な配慮にとどまらず、生活の変化に対応するため、
住戸の可変性の確保と建物の長寿命化も同時に図る必要がある。

貢献内容
環境保全と省エネルギーの手法を駆使した実験集合住宅。16戸に

所有企業の社員と家族が住みながら、長期にわたって実地検証す
る試みである。その主な試みは3つ。

1つ目は住棟全体の緑化で、竣工後3 年には植栽による熱環境
調整効果が確認された。

2つ目は燃料電池を軸とするコージェネレーションで、太陽光発電
と合わせ一次エネルギーの27% 削減が達成された。

3つ目は内装を構造体から離すスケルトン・インフィル方式で、生

活嗜好や家族構成の変化などに応じて内部の全面的な変更を可
能にする。

その他、生ごみの水・二酸化炭素・窒素への分解、雑排水の中
水としての再利用、配管のフレキシブル化などが試行されている。

日本の代表例

持続可能な生産と消費
のパターンを確保する。

建設産業は、廃棄物を
生み出す主な産業の一
つである。

取組課題
瀬戸内海の小さな島である犬島に、20 世紀初頭、銅の精錬所が建
設されたが、10 年後に操業が停止され、その後100 年近く放置され、
廃墟となっていた。

この近代化産業遺跡を新規の大規模な建設を伴わず、美しい自
然景観と馴染むようなかたちで再利用することで、負の遺産を解消
する方策が望まれていた。

貢献概要

「在るものを活かし、無いものを創る」という理念のもと、精錬所の遺
構を生かし、最小限の手を加えて、現代アートを鑑賞する空間に仕
立てている。

既存の煙突が上昇気流を生み、内部に風の流れをつくり出す。風
の速度や温度は太陽光による熱に左右されるが、その調整は機械
によらず、人力による窓の開閉で行われている。内部に注ぎ落ちる
天空光は鏡に幾重にも反射して、地中の細長い通路を照らし、ドラ
マを生む。

訪問者は、美しく優しい表情の海の光景と強靭な工業的構築物の
対比の中で、風と光に導かれ、アートを鑑賞しながらゆっくりと巡り
歩く。
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日本の代表例

気候変動とその影響に
立ち向かうため、緊急
対策をとる。

建築環境のCO2フットプ

リントは削減しなければ
ならず、建築やまちは
変動しつつある気候に
適応できるようにしなけ
ればならない。

取組課題

東日本大震災の大津波により流された家屋の基礎などの震災廃
棄物や津波堆積物（震災がれき）をどう処分するか、同時に、大津
波の痕跡や被災者の想いを後世に伝え、震災の記憶や教訓を国
内外に発信する手法としてどのようなことが考えられるかが重要な
テーマだった。

貢献内容

岩沼市は津波による被害を減らすため「減災」という考え方のもと、
防潮堤・千年希望の丘・貞山堀の護岸・嵩上げ道路からなる「多重
防御」による津波対策を導入した。

このうちの「千年希望の丘」では、津波により人が住めなくなった
土地を活用し、沿岸約10kmにわたって6つの公園と園路を整備。丘
と丘を園路（30万本の植樹による緑の堤防）でつなぐことで、津波

の力を減衰させる役割を持たせるほか、いざという時の避難場所
にもなる。

丘の土台などには人々の生活の証である震災がれきが用いられ
ており、集落跡地などの遺構の保存とともに、メモリアル公園と防
災教育の場として活用されている。

名前には、千年先まで子供たちが笑顔で幸せに暮らせるようにと
いう願いが込められた。

日本の代表例

議会、裁判所、公立図
書館は、公正で平和な
社会の要であり、一方
地域のコミュニティ・セン
ター、祈りの場、避難所
は包摂的で思いやりの
ある社会に対する市民
の係わりを代表しうる。

取組課題

行政と立法の施設が建築のあり方によって政治的な透明性を
表現することで、市民との信頼関係の構築に貢献することがで
きれば、建築本来の重要な社会的役割を果たすことができる。

現代の成熟した社会においては、権威をモニュメンタルに表現
するのではなく、行政・立法と市民との関係が対等で公正なもの
であることを建築で表現することが重要である。

貢献内容

市民が誰でも行き来できる施設中央の公共空間に、市長室も議
長室もガラス越しに面しており、来訪した市民からよく見えるだ
けでなく、市長と議長が互いに見合う関係となっている。

議場は、市民がふだん横を通り抜ける１階のガラス張りの外
壁に面し、権威の象徴となりがちな議会が物理的にも市民と同
じレベルにある。行政も立法も、市民との距離が近くなるよう設
計されている。

新潟県長岡市の市役所本庁舎のほか、アリーナ、市民交流
ホールで構成されており、3棟で囲まれた中央の屋根付きの空

間「ナカドマ」が、市民が自由に入ることのできる都市の土間空
間として多目的に利用されている。
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日本の代表例

都市・まち・建築は、多く
の人の手によって作られ
る。それと同じように、17
のSDGsに到達するには、

当事者の一人だけでは
不可能であるから、パー
トナーシップで協働する
ことが不可欠である。

取組課題
建築家である坂茂が阪神・淡路大震災（1995）後、被災地支援を
目的として立ち上げたボランティア組織( 現在はNPO 法人)。国内

外における災害後の住環境の改善を図るために、仮設住宅や教
会、集会所などの建設支援を実施した。2004 年の中越地震以降、

避難所におけるプライバシーを確保するための紙管製の間仕切
りを提供し、これまでに多くの実績を残している。

貢献概要
VAN の国内発の活動は、東日本大震災時から提供を開始したプ

ライバシー保護のための紙管と布による「避難所用紙の間仕切り
システム」、および同震災後に実現したコンテナを市松状に積み
上げた3 階建の「女川町多層コンテナ仮設住宅」がある。

海外での活動は、UN-Habitat と行っているケニヤ、カクマ・キャ

ンプでの定住用住宅のプロトタイプ開発がある。紙管フレームを
木の枝で結ぶことで、住民でも施工できる現地工法を組み合わ
せたタイプ、2015 年のネパール地震後に初めて用いられた木フ

レームを構造に、ブロックを間仕切り壁に使用したタイプ、スリラ
ンカ、キリンダ村復興計画でも用いられた構造・仕切壁ともに地
元の土を圧縮した土ブロックを使用したタイプの3 タイプある。

日本の代表例

都市・まち・建築は、多く
の人の手によって作られ
る。それと同じように、17
のSDGsに到達するには、

当事者の一人だけでは
不可能であるから、パー
トナーシップで協働する
ことが不可欠である。

取組課題
1992年のリオにおける「地球サミット」を前に、建設省住宅局(当時)
が自治体、関連業界、専門家、研究者、建築家等を束ね、1990 年
に創設した組織。

＜環境共生住宅＞の定義は、「地球環境を保全する観点から、エ
ネルギー・資源・廃棄物等の面で充分な配慮がなされ、また周辺の
自然環境と親密に美しく調和し、住み手が主体的にかかわりながら、
健康で快適に生活できるよう工夫された、環境と共生するライフス
タイルを実践できる住宅、およびその地域環境」。

現在の活動目標は、普及推進と広報活動の強化、情報収集・調
査と結果の発信、関連ネットワークの拡大・活性化等である。

貢献内容
創設以来30年後の現在も、事例検証、ソフトの開発、出版活動、講

演会、見学会等、全国レベルの活動を活発に継続し、言わば日本
の住まいとまちづくりに関するSDGsの持続的実践・普及に貢献して
いる。

その初期のモデルプロジェクトである公営住宅＋デイホームの複
合施設「世田谷区深沢環境共生住宅」は、周辺環境の詳細な調
査・分析に基づく、住民参加型で総合的な建て替えエコ・ビレッジの
成功例として、国内外で注目、評価された。

東京都新宿区
一般社団法人環境共生住宅推進協議会

Shinjyuku-ward, Tokyo
Environmentally Symbiotic Housing Council

1990-
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5 添付資料

JIA2019青森大会
国際会議：IPF 2019 in Hirosaki

「SDGs と建築家」
における議論のまとめ

司会＆モデレーター：岩村 和夫

JIA IPF(International Presidents’ Forum)とは

JIA建築家大会は毎年支部の主催で開催されるが、その開会式に先んじて
IPFの場が持たれ、午前中の約2時間にわたって意見が交わされる。そこでは
JIAと親交のある海外建築家団体の会長等が、その時々の重要なテーマに
関する組織的取り組みのプレゼンと議論の主役となる。

会議の外題についてはJIA本部の国際委員会が精査し、事前に出席者とや
りとりをして準備するとともに、当日会議の運営にもあたる。

筆者は、今回を含めこれまで何度か司会やモデレーターとして関わってき
た。残念ながら、言語等の問題から国内からの参加者は少なく、その存在自
体さえあまり知られていない。

今年は近年世界中で話題となっている「SDGs（持続可能な開発目標）」と建
築家との関係性を巡って、去る10月18日に弘前市で開催された。折しも
「SDGs建築ガイド日本版（和英併記）」が10月初旬にJIAから発刊された直後
のことであった。
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SDGsと建築家：外題解説

「17のSDGs」は、2015年に国連が掲げた野心的かつ崇高な目標の声明である。
そのいくつかは建築環境のデザインと直接的に関連している。また、その他は建
築やランドスケープのハードウェアから間接的な影響を受けるだけの場合もある。

SDGsは極めて幅広い人間の生活領域をカバーしており、その声明の内容は
必然的に一般的で曖昧である。それ故に、建築家はどのような計画をしようが、
一つか二つ、あるいはそれ以上の目標を満たし得るような解釈を、常に見出すこ
とができる。

仮に、ある目的のための一連の達成基準が曖昧にすぎ、したがってそれを満
たすことが容易だと、その目的は本質的ではないブランド化のためだけに利用さ
れる恐れがある。しかし、SDGsは人類が直面する重大な課題に取り組み、我々
がデザインの職能を通して前向きな結果や効果をもたらすべき、一連の重要な
価値観を指し示している。

その為には、達成すべき目標の深い理解と、それぞれの目標の真に重要なこ
とを成し遂げうる、我々の職能に関する創造的思考が不可欠である。

（文責：JIA国際委員会／杉山久哉、岩村和夫）

SDGsと建築家：発表者への事前の問いかけ

問１：

あなたの国や地域ではSDGsに対する熱意があふれ、プランナー、建築家、デザ
イナー、政策立案者の間の議論や実践事例は豊富か？もしそうなら、その成功
した事例について説明されたい。

また、そうでない場合、それはなぜか？

問２：

あなたの組織は建築家の職能団体としてSDGsの理解を広めるプログラムを提
供し、建築に適用するための教育を行っているか？

行っている場合、その内容はどのようなものか？

（文責：JIA国際委員会／杉山久哉、岩村和夫）
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JIA IPF 2019 in Hirosaki発表者

JIA IPF 2019 in Hirosaki発表者（続き）
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JIA IPF 2019 で交わされた議論におけるキーワード群

各発表者からは、それぞれの国や地域の多様な特性や社会・文化を反
映したプレゼンがあった。以下はその中から抽出した、SDGsの課題や取
り組みを象徴するキーワード群である。

Accessible誰でも使える、Adaptive適応力のある、Affordable入手し易い、
Awareness認識、Biodiverse生物多様性、Clean汚染のない、Collaborative共同
性、Connected繋がりのある、Creative創造的な、Cultural文化的な、Decent
品格のある、Durable冗⾧な、Economic経済的な、Ecologicalエコロジカルな、
Environmental環境的な、Equitable公平な、Healing癒し、Healthy健康な、
Human人間的な、Inclusive包摂的な、Innovative革新的な、Involved参加的係
り、Low-costローコストな、Recyclingリサイクル、Regenerative再生力のあ
る、Renewable再生可能な、Resilient復元力のある、Safe/Secure安全な、
Social‐responsible社会的責任、Sustainable持続可能な、Symbiotic共生的、
Transparent透明性のある、Universalユニバーサルな、Upcycleアップサイクル、
Vernacularバナキュラーな、Vital生命力溢れる、Well-being福祉、etc.

Architectural Design

Landscape Design

Urban Planning

Local Policy 

National Policy

Regional Policy

Global Policy

に基づく

建築環境によって

SDGsを達成する

Accessible 
Adaptive 
Affordable
Biodiverse
Clean 
Collaborative 
Connected
Creative 
Cultural
Decent
Durable
Economic 
Ecological 
Environmental 
Equitable
Healing
Healthy 
Human

Inclusive
Innovative  
Involved
Low-cost
Recycling 
Regenerative 
Renewable 
Resilient
Safe/Secure             
Social responsible 
Sustainable 
Symbiotic
Transparent
Universal
Upcycle
Vernacular       
Vital
Well-being

JIA IPF 2019 「SDGsと建築家」で交わされた議論におけるキーワード群
誰でも使える
適応力のある

手に入れやすい
生物多様性
汚染のない

共同性のある
繋がりのある

創造的な
文化的な

品格のある
冗⾧な

経済的な
エコロジカルな

環境的な
公平な

癒し
健康な

人間的な

包摂的な
革新的な

参加的繋がり
ローコストな

リサイクル
再生力のある

再生可能性
復元力のある

安全な
社会的責任
持続可能な

共生的な
透明性のある

ユニバーサルな
アップサイクル
バナキュラーな

生命力溢れる
福祉
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「SDGsと建築家」のキーワード群と、持続可能な＜トリプル・ボトムライン＞

SDGs
経済: Economic (Profit)

環境:Environmental (Planet) 社会: Social (People)

Affordable

Low-cost

Social responsible 

Decent

Involved

Inclusive

Symbiotic

Ecological

Collaborative

Equitable

Durable

Biodiverse

Adaptive

Accessible    Connected

Resilient
Universal

Well-being

Innovative 

Recycling

Renewable 

Regenerative 

Safe/Secure 

VitalClean
Healthy

Creative

Healing

Robust

Vernacular

以上を整理すると、そこに
1997年に生まれた持続可
能な企業の決算書における
＜トリプル・ボトムライン＞
の構造が現れてくる。

ここに含まれていない時間的概
念を変革のプロセスとして表現
すると、次図のようなステークホ
ルダーの３層からなる３本柱の
動的構造が見えてくる。SDGsは
そうした概念とともにある。

SDGsを達成するための社会変革に至る3本の柱

大量生産・大量廃棄の現代社会

Pillar A: 

倫理的動機

Pillar B: 

グリーンな行動

Pillar C: 

利益的動機

1．政策・施策

(Global, Regional & Local 
Level)

1．行政：国、地公体

(法令、条例、ガイドライン, 助
成 等）

1．国内外の都市間競争

2．雇用の促進

3. 税収の増加 等

2. 企業・職能団体

（CSR、働き方、働き易い環
境・仕組み 等）

2. 企業・職能団体

(環境監査報告, Green R&D, 
Green調達 等)

4. 企業のリスクヘッジ

5. より高い生産性

6. 経済的利益 等

3. 思想・哲学

(The Natural Steps, Factor 
4, etc.)

3. 個人・コミュニティ

(認識, ライフスタイル,ワークス
タイル, 等）

7. 健康

8. 快適性

9. 社会福祉 等

倫理 貢献 利益

持続可能な未来社会 (SDGs)

社会的価値の変革

コミュニケーション・ツールとしての SDGs 建築ガイド

Layer 1: 行政
・国、地公体

Layer 2: 企業

・職能団体

Layer 3: 個人

・コミュニティ

©Kazuo IWAMURA 2019
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SDGsを達成するフォーキャスティングと
バックキャスティング

そして、このSDGsを達成する時間的概念には２つの方向性がある。
まず１つは＜フォーキャスティング＞で、下図のように過去や現状に
関する分析から、トレンドとして帰納的に描く未来である。

©Kazuo IWAMURA 2019

SDGsを達成するフォーキャスティングと
バックキャスティング（続き）

もう一つは、下図のようにまずあるべき未来（SDGs）の姿を具体的にイ
メージし、一歩一歩現在に戻りながら目の前の問題や課題を演繹的に
克服しようとするものである。これを＜バックキャスティング＞と呼ぶ。

©Kazuo IWAMURA 2019
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SDGsを達成する
フォーキャスティングと
バックキャスティング
（続き）

我々建築家やプランナーは、計画・
設計・デザインの対象が何であれ、
常にこの２つの時間的方向性を
持った取り組みを生業（なりわい）
としている。

要は、そうした達成目標と方法論
を認識しているか否かであると思
われる。

©Kazuo IWAMURA 2019

建築環境によってSDGsの達成を

Forecastingと Backcasting

による社会・文化の変革を通して、

世界の誰一人も取り残さずに。

岩村 和夫
www.Iwamura-at.com
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